
だいじょうぶ。ともにあるこう。 (２０１８．６．１９）

と いっしょにつくる三鷹の会 ニュース no.１１０

■2018年6月議会（６／８～２９）

◆野村の一般質問

○東京外環緊急避難計画策定の過程で見えた

三鷹市の文書の扱いはおかしい！
国交省外環国道事務所とNEXCO東日本・中日本

は、緊急避難計画策定のため、練馬区以外の沿線６

区市の担当者へのヒアリングを繰り返した。その際の

資料等を情報公開請求したところ、三鷹市は不存在

と回答したという。

えっ？！課長が出かけて他機関と打ち

合わせしたのに、報告は残っていない？

市民が、6区市に同様の情報公開請求

をしたところ、武蔵野市は日時以外は黒

塗りで、杉並区は武蔵野市と同じ書式で氏名のみ黒

塗り(役職は明示）で公開。調布市、狛江市、世田谷

区は、同内容だが独自に作成した「メモ」を公開。

★三鷹市だけが不存在！なぜ？

→＊都市整備部広域まちづくり等担当部長;議事録

をとっているものではなく、口頭で報告している。

野村；部内で報告しているならメモがあるは

ず。6回事業者が来訪し、2回沿線区市が集

まってのヒアリングがあり、議題の具体的内容につい

ても答弁があった。メモがあるからではないのか？

→＊広域担当部長;記憶と、自分自身のメモによる。

野村；共有されたメモは、公文書として情報公開の対

象。議事録がない、資料は返却した等で公開できる

文書がないとするのは、仕事の仕方としてもおかしい

し、市民への情報公開のあり方としておかしい。
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○樹木剪定は、樹種特有の樹形管理を。

野村；公園、街路樹の樹木、電信柱のように強剪定

される樹木を目にする。幹から枝葉を伸ばし、本来の

樹形がわからなくなっている樹木も目につく。樹勢が

衰え伐採されてしまう場合もある。横浜市

では、「生き生き街路樹」事業として、本来

の樹形になるよう剪定作業を進めている。

樹木が生き生きする管理計画を、と質問。

→＊市長;標識が見えない当交通安全の観点、落ち

葉等への近隣住民の声があるが、樹形管理等の維

持管理計画を検討したい。

野村；落ち葉対策には、近隣を巻き込んだ落ち葉掃

き隊などで、対応することを提案。

→＊市長;市だけではなく、NPOやボランティアなどと

連携・協働して、解決を図っていく。

○自転車駐輪場、統廃合と料金体系見直し？

野村；三鷹駅前は、定期利用も一時利用も90％以上

の利用率。特に一時利用ができない時間帯があり、

困っている市民がいる。今後の整備のあり方は？

→＊都市整備部長;一時利用に長時間止めている

人がいる。再配置と料金体系の変更を検討する。

野村；週数回出勤する非正規職員などの

市民が不利にならないよう、検討すべき。

○東京外環中央JCT工事現場の現状

＊広域まちづくり等担当部長;東京外環道中央JCT

工事は、幅(東西）８５～１５０m、延べ５５０m(南北)、

深さ１５～３０m掘る予定！１００万立米掘り出す予定

の土砂のうち、４０万立米（１０ｔダンプ７万台分）を、

横浜、千葉、栃木の工事現場に搬出。すでに１年以

上かかっており、今後も同程度の期間がかかる。

振動は、重機が動くことによって発生しているので、

急発進等しないことなどを事業者に要望していく。

＊市長;緊急避難計画は、トンネル施工等検討委員

会の「安全・安心確保の考え方」を踏まえ要請継続。



★HPVワクチン薬害訴訟口頭弁論5/30
東京地方裁判所前集会で、一言スピーチさせてい

ただく。「公費助成を求める意見書に賛成した事が申

し訳ない。被害者連絡会の発足当初から関わって来

た。被害を受

けた少女たち

の人生が開け

るよう支援し

て行きたい」

★「ソウルの市民民主主義を学び、日本の政治
と地域を変える」院内学習会6/6

普遍的な福祉を実践し、社会連帯経

済を目指している朴元淳(パク・ウォ

ンスン)ソウル市長。給食無償化、正

規職への転換、福祉をすすめ雇用増大。社会的企

業や行動組合による地域経済の循環等、様々な施

策を展開していることを学んだ。

☆連続市民と議員超党

派での安倍退陣、憲法

守れのキャンペーン!5/

5、5/13(日）＠三鷹駅

★「経験から語るトンネ

ル工事の諸問題」5/19。トンネル工事技術者の話

◆閉会期間中の委員会

■総務委員会５／２３
市民部報告。固定資産税関係と証明書等発行シ

ステムトラブルの2種類のトラブル発生。これに絡ん

で受託事業者の職員が過労死したとの情報を確認。

システム関係で常駐ではないが、いっしょに仕事をし

ていたスタッフが突然死したのは事実と確認。

受託事業者の過労死に関して、市は、サービス提

供型契約であり、労務管理する立場にはない、因果

関係は把握していない、報告は求めていない、と答

弁。再発防止に関しても、直接的な関連性は把握し

ていないと言及を避ける。繁忙期に突発事象で負荷

がかかったのは明らか。せめて調査すべきと指摘。

システム受託事業者の過労死は、障害発生時の対

応そのものを検証すべき。働き方改革で「業務の平

準化」をいうなら、下請事業者にも徹底できるような

業務委託契約等を検証すべき。障害発生の原因追

及と同時に、過労死の再発防止もすべきと指摘した。

■庁舎・議場棟等建替え検討

特別委員会５／２９
報告イは、6/3開催予定の「市民ワーク

ショップ」。無作為抽出500人中50人の参加表明。専

門家ワークショップで修正した配置案を画面で見せ、

模型で検討したという。結果は、基本構想に盛り込む

としているが、４月の専門家ワークショップも今回の

市民ワークショップも傍聴不可。最初の情報提供の

時間だけでもと食い下がったが拒否された。

庁舎に含める機能や全体規模、公会堂の機能と

規模等々がきちんと検証がなされないまま、仮置き

のまま配置案を検討するには無理がある。

複数の議員の言葉の端々からにじむ懸念。

しかし、市はこのまま基本構想を秋に策定し、基本

計画に突っ走る模様。財政計画含め、議員・市民と

議論を交わす必要があると指摘するも、耳を貸しそう

にもない。

☆憲法を記念する市民のつどい５/１２。中学生に

よる憲法前文、三鷹市自治基本

条例前文、三鷹子ども憲章朗読

の後 、木村草太さんによる講演

「憲法を暮らしに生かす」。

★総合水防訓練５/13

三鷹市他関係機関が連携し実

施する水防訓練を見学。

◆2018年第２回定例会６月議会日程予定
６月８日（金）本会議（野村の一般質問）

１１日（月）本会議（一般質問）

１２日（火）本会議（議案上程・施政方針）

１４日（木）議会運営委員会

１５日（金）本会議（議案・請願等審議）

１８日（月）総務委員会

１９日（火）厚生委員会、まちづくり環境委員会

２０日（水）文教委員会

２２日（金）外環特別委員会、調布跡地特別委員会

２５日（月）駅前特別委員会、庁舎等特別委員会

２６日（火）議会運営委員会

2９日（金）本会議（委員会報告、議案等審議）
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